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 事 業 名  事 業 区 間  総事業費  7.9 億円  
 事業種目 

  
ほ場整備 

   経営体育成基盤整備事業 五斗長地区  内用地補償費    0.5億円 

 所  在  地  事業採択 
 予定年度 

 着工予定 
 年  度 

 完成予定 
 年  度 

兵庫県淡路市黒谷地内 18 18 22 

 事 業 目 的 事 業 内 容 
 区画形質の改善や水路、農道等の整備を行い、

経営感覚に優れた経営体が中心となって優良農

地を将来にわたり維持・保全することで食料の安

定供給力を向上させ、農業の多面的機能を発揮す

ることを目的とする。 

・ 区画整理 27.7ha 
・ 負担率 

［国50%  県27.5%  市10%  地元12.5%］ 

 評価視点  評価結果の説明 

 (1)必要性 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2)有効性・効率性 
 
 
 
 
 
（3）環境適合性 
 
 
 
 
 
 (4)優先性 

当地区の現況農地は、小区画（約6a）、不整形で道路・用排水路も未整備

なため、高齢化する農業従事者にとって多大な負担となっている。また、平

成１６年度の度重なる台風災害により、農地・農業施設に多大な被害を受け

たが、復旧にあたっては、現形復旧ではなく、ため池の水利統合や残土の受

入を含めたほ場整備を行うことへの気運が高まった。 

 このような状況の中、受益者・市の強い要望を受け、早急にほ場整備を実

施し、被災した農地・農業用施設の復旧と併せて区画形質の改善、用排水路、

農道等を整備し、農作業機械の大型化による生産性の向上を図るとともに担

い手への農地集積による効率的安定的な担い手の育成を図る。 

 

①費用便益比B/C=1.21、所得償還率16.7%であり、事業としての効果が十分に

期待できる。 

②同意率100%(51/51)  

③担い手への農地集積 0ha（0%）→10.4ha（37.5%） 

 

①地区内の既存の水路・積ブロック等の取壊しで発生するコンクリート殻を

農道の舗装材料として再生し、活用する。 

②在来植物の保全のため、工事箇所の表土を剥いで整備後の畦畔及び法面に

張り付けることによって、在来植生の復元を図る。 

 

①平成16年度の災害により農地・農業用施設の多大な被害を受け、現在も作

付けできない状況である。 

② 優良農地確保のための客土に公共残土（ため池災害復旧事業）を活用する
ことにより、効率的な事業執行が可能となる。 

 

 


